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「住宅の省エネ・創エネ・蓄エネにかかる効果検証計画書」 
(※整理用ですので、何も書かないでください。) 

エネルックPLUSとは… 
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HEMSによるエネルギー制御に向けて 

電力自立度 ＝ 電気使用量 
エネファーム発電量＋太陽光発電量－販売電気量 

エネルギー自給度 ＝
ガス使用量＋購入電気 

エネファーム発電量＋太陽光発電量－販売電気量＋排熱利用量

省エネルギー率 ＝ 1－ 従来の住宅でのガス使用量＋電気使用量 
ガス使用量＋購入電気量 

■評価指標の効果検証 

｢エネルックリモコン｣や｢エネルックＰＬＵＳ｣の見える化画面と、｢エネルックＰＬＵＳ｣サービス機能を活用して、居住者の省エネ意識を高める工夫を提案します。 

○フロー(案) 
・エネルックＰＬＵＳデーターサーバーより、事業者が必要データー(エネファーム発電量、太陽光発電量、
電気使用量、購入電気量、販売電気量、ガス使用量、排熱利用量 等)を毎月検出

・事業者が省エネ度、自給度、自立度を算定し、報告(１回／年) 

・目標値との比較により評価。※※

※事業者から入居者に事前にエネルギー情報取り扱いについて許諾を得ます。 

※※２年目以降は、前年度とのデーター比較により、｢省エネ｣｢自給度｣｢自立度｣の向上度合いを評価。 

※

○見える化画面イメージ )面画スビーサ( )面画プット(

｢見える化｣データー(一例) 
・エネファーム発電量 ・太陽光発電量 ・電気使用量 ・購入電気量 

・販売電気量  ・ガス使用量 ・排熱利用量 等 ※日､週､月単位で確認可能 

○算定例 

 スイバドアネエ省○ グンキンラネエ省○
エネルギー別に、地区内でのランキングが分かるよ

うにし、居住者同士が競い合って、省エネ行動に

取り組むよう誘導します。身近な対象内での比較と

することで、より省エネ･節電意識を高めます。 

《画面イメージ》 

省エネの実践には単なる見える化だけでなく、具体

的に何をすべきかを知ることが必要です。 

計測されたデータを分析し、居住者ごとに適切な 
省エネアドバイスを提供します。 

《省エネアドバイス例》 
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効果検証方法

エネファームの｢エネルックリモコン｣、または、パソコンや携帯電話を活用した｢エネルックＰＬＵＳ｣
の見える化画面から、エネルギー使用量を抽出。省エネ度、自給度、自立度を算定し、報告を行う。 

省エネ行動は長く続けることが重要ですが、無理や我慢を強いるものは長続きしません。
｢見える化｣に加え、省エネ行動を、｢楽しく｣｢自発的に｣｢継続して｣実践できるようサポートします。 

『見える化』に遠隔操作や省エネアドバイスといった便利機能
をＰＬＵＳした、エコサービス。パソコン・携帯電話で気軽に
チェックできるので、無理なく楽しみながら省エネ生活を実践
できます。

エネルックＰＬＵＳによるエネルギーの見える化に留まらず、 エネルギー制御まで目的とした
HEMS機器の設置が可能なよう住戸内に配管設備等を整えます。 

（様式 9） 

「配 置 計 画 図」 
(※整理用ですので、何も書かないでください。) 

立体的な風の道と風景を創る
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スカイテラス
立体的な凹みをグ
ルーピングして風
の道を作る

宅地割り
ズレを持たせる

宅地割り
ズレを持たせる

アーバンルーフ
スケープ
建材半一体型太
陽光パネルによ
る近未来的な屋
根並み

戸外空間
各宅地の戸外空間
をグルーピングし
てミッドテリアを
創る

西風

北風

最多風向
北風が 70％
西風が 30％

◆平面的・立体的なズレによる風の通り道 ○街区全体の風の通り道

◆アーバンルーフスケープによる「見下ろし」の景観創出

一般的な背割りの宅地割りではなく、ズレを伴った宅地割り
とし、住棟配置にもズレを発生させることで、街区全体の風
の通り道と、各住戸への風の出入り口をつくります。
総３階建ではなく、２階建て上部部分にスカイテラスを設け
ることで、立体的な凹みによる風の通り道をつくります。
横堤に多い風向を考え、各宅地の戸外空間が繋がる住棟配置
とすることで、密集した都市型住宅街には見られない豊かな
風を感じられる街づくりを行います。

・

・

・

伝統家屋が残る街並みが瓦の連なりよる美しい屋根並みを作るよ
うに、建材半一体型太陽光パネルの連なりによる都市型住宅の美
しい屋根並みを創出します。
同一方向の片流れ勾配と統一的な色調を持たせながら、太陽光パ
ネルの近未来的な素材感によって、街区全体で一つの太陽光発電
施設となるような見下ろし景観を創出します。
各戸２階建て部分上部のスカイテラスは屋根並みを浮き彫りにす
る凹みであり、都市型住宅の庭として設え、街区全体を見下ろす
と生活のアクティビティが垣間見える風景を創ります。
住戸間のミッドテリアからは緑の表情が伺え、低層部の緑溢れる
穏やかな街並みを予感させます。

・

・

・

・

○総３階建ての住戸群

○瓦屋根による屋根並み ○アーバンルーフスケープ

○ズレによる住戸間の抜け

配置図　S=1:300
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